
 

第１学年 算数科 単元計画 

（土佐清水市立清水小学校） 

 

１ 単元構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名 「かたちあそび」（全５時間） 

教材名 『かたちあそび』（東京書籍１年下） 

 

○かたちをつくろう 

・立体図形に親しむ。箱などの身の回りの物の

概形をとらえ、立体図形の特徴や機能を知

る。 

第１次１時 

◆身の回りにある立体への興味関心を高め、

立体を作って物作りすることを明確にす

る。 

○かたちをつくろう 

・箱などの身の回りの具体物から形を抽象し、

立体図形の特徴を知る。 

 

 

第１次２時 

◆自分の作りたい物に合わせて、空き箱や空

き缶を選んで、活動に取り組むことができる。 

○かたちのとくちょうをまとめよう 

・箱などの身の回りの具体物から形を抽象

し、立体図形の特徴をまとめる。 

第２次３時 

◆立体図形の概要や特徴に着目して分類で

きるようにする。 

○かたちをうつしてえをかこう 

・立体図形を構成する一部分に平面図形があ

ることを知る。 

第３次４時 

◆教科書の写真を見て、どの箱の、どの面を

写し取ったものかを話し合う。 

◆学習の流れ  

 

◆意識の流れ 

・空き缶の形や箱の形を

使っているね。 

・どのかたちをつかえば

いいかな。 

・空き缶を車輪にすれば

いいんだな。 

・かたちをよくみて、ど

れを使うか考えると

いろいろな物が作れ

るんだな。 

・似ている形はどれとど

れかな。 

・たいらなところがあ

るね。まるいところが

あるね。 

立体図形と平面図形の違いは認識できてい

ても、それを分けて表現する必要や場がな

いため、児童の表現を聴いても立体か平面

がはっきりしない。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元について 

 

 

２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）単元観 

  本単元で扱うかたちあそびは、学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

 
この時期の児童は、身の回りの形について、ある程度の認識をもっている。折り紙を見て、「四角

い形」といったり、ただのおにぎりではなく「三角のおにぎり」と言ったりするなど、形を表現する言

葉も使うこともできる。しかし、その認識はまだ漠然としたものであり、一般化して図形をとらえてい

るわけではない。 

本単元では、児童にとっては初めての図形学習になる。無意識にとらえてきた形に対する見方を

その特徴や機能についてまとめ、図形に対する認識の芽を育てていくことが本単元の大きなねら

いである。 

（２）児童観 

  本学級の児童は学習理解や作業時間に個人差が大きいものの、全員が様々な学習に対して

興味、関心を強くもち、学習課題に真面目に取り組むという長所を持つ。 

しかし、発表力は、時間内で考えをまとめることができない、自信が持てないなどの理由で十分と

は言えない。そのため、ペア対話の中で自分の考えを伝えること、友達の考えを聞く活動を積み

重ねることで、自分の考えに自信を持ち全体の場で発表できるようになることを目指して取り組ん

できた。ペアで対話することには慣れてきたが、対話の仕方や内容についてはまだまだ改善が必

要である。 

本単元では、児童が主体的に学習に取り組めるように、遊びの要素を取り入れた操作活動を多く

行うことで興味、関心を高める工夫を取り入れ、図形に親しませていきたい。学習活動を通して互

いに認め合い自信につなげること、また、図形の素地的な意識を培いたい。 

 

 【学習指導要領】 
第 1 学年 C 図形 
（１） 身の回りにあるものの形についての観察や構成などの活動を通して、図形についての

理解の基礎となる経験を豊かにする。 
 ア ものの形を認めたり、形の特徴をとらえたりすること。 

○かたちをうつしてえをかこう 

・立体図形の面の形に着目して、丸、三角、

四角などを見出している。 

第３次５時 

◆箱の面を写し取って、その形を生かして絵

をかき、発表しあう。 

 

・箱の形や筒の形を使

って、上手に絵がかけ

ているね。 

【単元でつけたい力】 

・身の回りにあるものの形についての観察や構成などの活動を通して、立体図形につ

いて理解の基礎となる経験や感覚を豊かにする。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

身の回りにあるものの形についての観察や構成などの活動を通して、立体図形につ

いて理解の基礎となる経験や感覚を豊かにする。 

 

４ 単元の評価規準 

 

５ 指導と評価の計画（全５時間） 

算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形についての

技能 

数量や図形について

の知識・理解 

身の回りにあるも

のの形について、観

察や構成・分解した

り、形の特徴や機能

をとらえたりしよ

うとしている。 

身の回りにあるもの

の形について、形以

外の属性を捨象して

形を認めたり、立体

の面の形に着目した

りして、形の特徴や

機能をとらえること

ができる。 

身の回りにあるもの

の形について、その

概念や特徴、機能を

とらえ、分類するこ

とができる。 

身の回りにあるも

のの形の観察など

を通して、基本的な

立体図形の特徴や

機能をとらえ、図形

についての豊かな

感覚をもつ。 

次 学習内容（時数） 
評   価 

関 考 技 知 評価規準 評価方法 

第

一

次 

か

た

ち

・作りたい乗り物や建

物などを決め、それらの

概形をとらえる。 

・空き箱や空き缶を積

んだり重ねたりして作

る。 

○ 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

◎ 

【関】身の回りにあ

るものの形の特徴や

機能を生かして、い

ろいろなものを作ろ

うとしている。 

【知】身の回りにあ

（観察 発言） 

 

 

 

 

（観察 作品） 

（３）指導観 

  本単元では、まず身の回りの具体物の概形を基本的な立体図形ととらえ、それらを使って形を

構成する活動をさせる。空き箱や空き缶などをよく観察したり手でさわったりして、形の特徴や機能

を観察し、タワーなどを楽しく作らせる。「作って楽しかった。」と単なる遊びで終わらないよう、この

活動を通して立体図形の特徴と機能に目を向けさせるようにしたい。 

次に、形作りをしながら気づいたそれぞれの立体図形の特徴や機能によって、「ボールのかたち」

「はこのかたち」「つつのかたち」などに分類する活動をさせる。それぞれに名称もつけて、形の特

徴をとらえやすくしたい。そして、最後に立体図形と平面図形に焦点をあて、立体図形の面を紙に

写し取る活動を通して、立体の面を構成している「しかく」「さんかく」「まる」などの平面図形に着目

させていく。そして、立体図形から写し取った平面図形を組み合わせていろいろな形を構成させ、

立体図形や平面図形に対する見方を広げたいと考える。 

この単元を通して図形に親しみや関心をもたせ、図形についての基礎となる経験を豊かにさせた

い。楽しみながら活動することで、本校の課題である「図形」の基礎の定着へとつなげたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を

つ

く

る 

・いろいろな形のもの

を積んだり、転がしたり

して、立体図形の機能や

特徴を調べる。（２） 

 るものの形につい

て、その概念や特徴

その機能を理解して

いる。 

     

 

 

 

第
二
次 

か
た
ち
の
と
く
ち
ょ
う
を
ま
と
め
よ
う 

・前時の活動を通して、

分かった形の特徴や機

能を発表し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇   

 

 

 

 

 

 

◎ 

 【考】色や大きさ、位

置、材質などの属性

を捨象して形に着目

し、特徴や機能を言

葉や具体物を用いて

表現している。  

  

【技】身の回りにあ

るものの形につい

て、概形や特徴から

分類することができ

る。 

 

 

（観察 発言） 

 

 

 

 

 

 

（観察 発言  

ワークシート） 

 

第
三
次 

か
た
ち
を
う
つ
し
て
か
こ
う 

・教科書の写真を見て、

どの面を写し取ったも

のかを話し合う。 

・箱の面を写し取って、

その形を生かした絵を

かき、発表し合う。 

 

 

 

 

 ◎          【考】立体図形の面

の形に着目して、丸・

三角・四角などを見

出している。 

（ 観 察  作 品 

発表） 

 



６ 展開 

◆第１次１・２時（１・２／５） 

本時の目標 
・立体図形に親しむ。 

・箱などの身の回りの物の概形をとらえ、立体図形の特徴や機能を知る。 

観点別評価規準 

【関】身の回りにあるものの形の特徴や機能を生かして、いろいろなものを

作ろうとしている。 

【知】身の回りにあるものの形につい立体図形の概要や特徴、機能を理

解している。 

準備物 空き缶 空き箱 ボール等 

学習の展開 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準 評価方法 

１ 立体への関心を

高める。 

 

２ めあての確認を

する。 

 

 

 

３ グループで話し

合う。 

 

 ・対話 

 ・グループ協議 

 

 

 

４ 作る。 

 

 

５ 発表する。 

 

 

 

６ 学習のまとめを

する。 

 

７  ふり返りをす

る。 

 

 

 

 

 

・実物を見て気が付いたことを発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どんなものが作れそうか班で話し合わせ

る。 

・観察したり手に取って触ったりしながら何

を作るか決めさせる。 

 

・作りたいものに合わせて材料を選んで活

動に取り組ませる。 

 

・班ごとに、工夫したところが分かるように立

体の特徴に着目して発表させる。 

 

 

 

 

 

・活動を通して気づいたことを発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関】身の回り

にあるものの形

の特徴や機能

を生かして、い

ろいろなものを

作ろうとしてい

る。 

 

 

 

【知】身の回

りにあるもの

の 形 に つ い

て、その概念

や特徴その機

能を理解して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表 

 

 

 

みのまわりのものをつかって、いろいろなものを

つくろう。 



◆第２次３時（３／５） 

本時の目標 
箱など身の回りの具体物から、形を抽象し、立体図形の特徴をまとめ

る。 

観点別評価規準 

【考】色や大きさ、位置、材質などの属性を捨象して形に着目し、特

徴や機能を言葉や具体物を用いて表現している。  

【技】身の回りにあるものの形について、概形や特徴から分類するこ

とができる 

準備物 
積み木（円柱・球・直方体・立方体） 空き箱や空き缶  

掲示用写真 ワークシート 

学習の展開 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準 評価方法 

１ 学習課題をつかむ。 

・前時に使った材料の片

付け方を見て、本時の

課題をとらえる。 

 

２ めあてを確認する。 

 

 

 

３ 材料の仲間分けをす

る。 

 

 ・自力解決 

 

 ・対話 

 

 

 

 

 

４ それぞれの考えを発表

しあう。 

 ・全体討議 

 

５ 分けた仲間の形に名前

をつける。 

 

６ 学習したことをまとめ

る。 

 

７ 適用問題をする。 

 

８ ふり返りをする。  

・感想を発表し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・段ボール箱の材料を見せ、仲

間に分けて片付ければいいこ

とに気付かせる。 

 

・具体物に触れながら、色や大

きさではなく、転がる、積め

る、平らなところの形等に着

目させる。 

・分け方の理由をワークシー

トに書かせる 

 

・機能面に着目した考えの場

合は、実際に操作して確かめ

る。 

 

・児童の言葉で表現され、形が

イメージしやすいものを形の

名前とする。 

 

・間違えた児童がいたときに

はわけを考えさせる。 

 

 

・時間があれば算数日記を書

かせ発表し合う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考】色や大き

さ、位置、材質

などの属性を

捨象して形に

着目し、特徴や

機能を言葉や

具体物を用い

て表現してい

る。   

  

 

 

 

 

 

【技】身の回り

にあるものの

形について、概

形や特徴から

分類すること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察  

発言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察  

発言  

ワークシート 

にているかたちのわけかたをかんがえよう。 



◆第３次４・５時（４・５／５） 

 

本時の目標 立体図形を構成する一部分に平面図形があることを知る。 

観点別評価規準 
【考】立体図形の面の形に着目して、丸・三角・四角などを見出し

ている。 

準備物 
積み木（円柱 球 直方体 立方体）画用紙 色鉛筆 

ワークシート 

学習の展開 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準 評価方法 

１ 学習課題をつかむ。 

 

 

 

２ めあての確認をする。 

 

 

 

 

 

３ 作る。 

 

 

 

４ 発表する。 

 

 

 

 

５ 学習のまとめをする。 

 

６ ふり返りをする。 

（１） 適用問題をする。 

 

（２）算数日記を書く。 

教科書 P15 をつかっ

て立体図形から写し

取れる形について話

し合わせる。 

 

 

 

 

 

 

立体図形から平面図

形を紙に写し取り、

えをかかせる。 

 

何をかいたのか、ど

の形を使って書いた

のかを発表させる。 

  

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考】立体図形の

面の形に着目し

て、丸・三角・四

角などを見出して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

発表 

どんなかたちがうつしとれるかかんがえ

よう。 


